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【背景・目的・成果】近年、降水量の変動が著しくなり、モモ栽培において徒長枝や生理落果の多発、
核割れ、糖度の低下など高品質安定生産が困難になっています。そこで、徒長的な新梢に対する
摘心（てきしん）や捻枝（ねんし）が生理落果の抑制や品質向上に有効なことを明らかにしました。

【技術の活用】主枝背面などから発生する徒長的な新梢に対して、５～６月に数回に分けて処理
します。一度に多数の枝を処理すると、生理落果や核割れの発生を逆に助長することがあります。
作業能率は捻枝に比べて摘心が高いですが、主枝背面の枝が少ないときは、日焼け防止のため
捻枝も取り混ぜて行います。

摘心 捻枝

副梢の発生は摘
心や捻枝によっ
て抑制、特に捻
枝の効果が高い

生理落果は捻枝、
さらに摘心でも
減少することか
ら収量が増加

果実重は無処理
区と比べて捻枝
区でやや大きく、
糖度も両処理、
特に捻枝により
高まる傾向

摘心 捻枝 無処理

樹の上部に徒長枝が多発し、生産や品質が低下

副梢が発生し翌年
の結果枝として利用
可能

主枝上部を覆い日
焼けを防止

収穫果実（品種：なつっこ）

30㎝以上の新
梢を20㎝程度
残し切除する

30㎝以上の新
梢の基部近く
を捻曲げる


